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用試料は、Romanowsky の May Grunward Giemsa（MGG）染色及び Leishman  
Giemsa（LSG）染色、Peroxidase(PO) 染色、Alkaline phosphatase（AP）染色、Esterase
染色α -naphthyl butyrate(EST α -NB)法、  Acid phosphatase (ACP）染色、さらに、
Periodic acid-Sciff (PAS) 染色、Toluidin blue 染色を行った。血球は光学顕微鏡下で観
察、得られた撮影画像は画像解析ソフト Image J により解析した。 






















球が DAB、NAP、ACP、PAS、脾臓単球/マクロファージが ACP、EST α-NB、栓球が























少した。そして、PO 染色弱陽性好中球は Percoll 低密度域に、陽性好中球は高密度域にみ
られ、血球は形態的、機能的変化により密度が変化するといえる。 
炎症部位の血球組成変化は末梢血に反映することから、末梢血測定データを蓄積するこ
とによりアユの健康度把握が期待される。また、炎症部位で特異的にみられる血球は疾病
の指標となりうるか検討する必要がある。 
